令和元年　９月　９日

地域自立支援協議会

第２回全体会　資料３

小平市障がい者福祉計画・第六期小平市障害福祉計画・第二期小平市
障害児福祉計画策定のための意識調査の実施について
１　意識調査（アンケート）の目的

　　標記の現行３計画の計画期間が令和２年度で終了となるため、次期計画策定に必要な基礎資料を作成することを目的とする。

２　調査内容

　（１）調査対象等
　　　　市内に住所を有する身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者保健福祉手帳所持者、これらの手帳を有さない小平市心身障害者福祉手当を受給している難病等の人から、３,000人を無作為抽出して実施。
· 平成２８年度は、２,０００人を無作為抽出して実施。

その他、発達障がいの人に対し、市内の小中学校・保育園・幼稚園・　　相談機関・療育機関・通所事業所などの関係機関で調査票を配布。対象者の把握が困難なため、郵送はしない。

（２）調査実施時期
　　　令和元年１０月下旬から１１月下旬を予定
（３）調査方法

　　① 郵送配布、郵送回収

　　② 施設の窓口等で配布、郵送回収

３　業務内容
　（１）アンケート調査票
　　　　  身体・知的・精神障がい者、難病等及び発達障がい者それぞれの特性に対応したアンケート調査票（５種類）を作成する。
　　　　（例）
身体障がい者：全ページに音声コード、カットマークを付与する

知的障がい者：全ページにルビを付与する

作成部数等については、資料４ のとおりとする。
① 調査項目

　　　　　 平成２８年度の調査項目を基本とし、その後の制度改正等に対応。

第五期小平市障害福祉計画策定のための実態調査 障がい別設問一覧　【平成２８年度】（資料５）を参照。
≪裏面に続きます≫

② 追加する調査項目等
　ア　家族・親族と同居していると回答した人に、誰と同居しているかの設問を追加
　　　⇒本人の年齢と同居の家族（配偶者・父・母・子など）をクロス集計し分析。８０５０問題などへの対応も考慮。
　イ　サービスの利用についての設問に、就労定着支援、自立生活援助などの新たなサービスを追加

ウ　障がい理解や差別の解消についての設問を４問追加

（２）調査票送付用封筒

　　平成２８年度と同様、送付用封筒には、障がい者支援課の課名や障がいという文言は入れない。
4　意識調査結果報告書
（１）冊子：３００部  音声コード・カットマークは付与しない。

２２０ページから２４０ページ程度
（２）ＤＡＩＳＹ版
（３）テキスト版：文字データのみ、ホームページ掲載用

　　　　　

